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愛知県総合教育センター研究紀要 第112集（令和４年度） 

 

 

新学習指導要領を踏まえた学習評価の在り方に関する研究
（中間報告） 

 ＜検索用キーワード＞ 学習評価 指導と評価の一体化 授業改善 学習改善  

             主体的に学習に取り組む態度 振り返り 授業マネジメントシート  

    

研究協議会顧問 

愛知教育大学教育学部准教授                    竹川 慎哉（令和２，３，４年度） 

研究協議会委員 

あ ま 市 立 美 和 小 学 校 教 諭            高井 基行（令和３年度） 

あ ま 市 立 美 和 小 学 校 教 諭            飯塚 恵理（令和４年度） 

知 立 市 立 知 立 小 学 校 教 諭            正木 郁子（令和３，４年度） 

瀬戸市立にじの丘中学校教諭            嶋津 智子（令和３，４年度） 

蒲 郡 市 立 塩 津 中 学 校 教 諭            羽田 康則（令和３，４年度） 

愛知県立豊田工科高等学校教諭            牧野 裕也（令和３年度） 

愛知県立豊田工科高等学校教諭            柴口 英哉（令和４年度） 

愛知県立知立東高等学校教諭（現愛知県立刈谷高等学校教諭） 野村 考平（令和３年度） 

愛知県立知立東高等学校教諭            鋤柄 寿樹（令和４年度） 

愛 知 県 立 一 宮 聾 学 校 教 諭            濱地 航平（令和３，４年度） 

総合教育センター研究指導主事（現新城市立東郷中学校教諭） 林  栄治（令和２年度） 

総合教育センター研究指導主事（現東海市立平洲小学校教諭） 是枝 享子（令和２年度） 

総合教育センター教科研究室長            内山 真一（令和２年度） 

総合教育センター経営研究室長（現安城市立里町小学校長） 浅倉 幸代（令和２，３年度） 

総合教育センター特別支援教育相談室長            津田 博史（令和２，３年度） 

総合教育センター経営研究室長            佐々  恵（令和４年度） 

総合教育センター基本研修室長            横地 喜之（令和４年度） 

総合教育センター研究指導主事            松井  亮（令和３，４年度） 

総合教育センター研究指導主事（現愛知県立一宮起工科高等学校教頭） 佐々木 博（令和３年度） 

総合教育センター研究指導主事            原田 挙志（令和３，４年度） 

総合教育センター研究指導主事            猪狩 雄一（令和３年度） 

学習評価は，学習指導要領に示す目標や内容に照らし，児童生徒の学習状況を評価するもの

である。教師が児童生徒の学習の成果を的確に捉え，指導の改善を図るとともに，児童生徒自

身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるようにしていく必要がある。そこ

で，学習評価を教師の授業改善や児童生徒の学習改善につなげる効果的な「指導と評価」の在

り方について研究を進めた。また，３観点の一つ「主体的に学習に取り組む態度」に焦点を当

て，それを見取るための視点や方策について探ることで児童生徒の学習改善につなげることを

目指している。 
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総合教育センター研究指導主事            杉浦 直樹（令和３，４年度） 

総合教育センター研究指導主事            山田 公一（令和４年度） 

総合教育センター研究指導主事            柴田 朋宏（令和４年度） 

総合教育センター研究指導主事            太田 恵里（令和２，３，４年度主務者） 

 

１ はじめに 

子どもたちが，これからの時代に求められる資質・能力を身に付け，生涯にわたって能動的に学び 

続けることができるようにするためには，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善が

必要である。授業改善を通して各教科等における資質・能力を育成する上で，学習評価は重要な役割

を担っている。学習評価は，学校における教育活動に際し，学習指導要領に示す目標や内容に照らし，

児童生徒の学習状況を評価するものである。教師が児童生徒の学習の成果を的確に捉え，指導の改善

を図るとともに，児童生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるようにして

いく必要がある。そのため，教育課程や学習・指導方法の改善と一体的に学習評価に取り組むことが

大切である。 

新学習指導要領では，全教科等の目標及び内容が「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」 

「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱に整理され，各教科でどのような資質・能力の育成を目指

すのかが明確化された。それに伴い，観点別学習状況の評価は４観点から「知識・技能」「思考・判

断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に再編成された。その中でも「主体的に学習に

取り組む態度」の評価は，知識及び技能を習得させたり，思考力，判断力，表現力等を育成したりす

る過程を通して行うものである。この観点のみ取り出して形式的態度を評価することは適当ではなく，

他の観点に関わる児童生徒の学習状況と照らし合わせながら学習と指導の改善を図ることが重要であ

るが，何を見て評価すればよいのか捉えにくいという戸惑いの声も聞こえてくる。 

そこで，本研究では，学習評価を教師の授業改善や児童生徒の学習改善につなげる効果的な「指導 

と評価」の在り方について研究を進める。また，３観点の一つ「主体的に学習に取り組む態度」に焦

点を当て，それを見取るための視点や方策について探ることで児童生徒の学習改善につなげることを

目指している。 

 

２ 研究の目的 

 新学習指導要領の趣旨を踏まえ，教師の授業改善や児童生徒の学習改善につながる効果的な「指導 

と評価」の在り方に関する研究を進め，研究協力校による実践研究を行うことで，各校種における学 

習評価への理解を深め，その充実に資する。 

 

３ 研究の方法 

 研究協力校（小学校２校，中学校２校，高等学校２校，特別支援学校１校）の代表委員と所員によ 

る研究協議を行い，協力校での実践を通して，協議の内容についての成果と課題を検証する。 

 (1) 学習評価の在り方に関する協議（令和２年度～） 

国立教育政策研究所教育課程研究センターの『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関す 

る参考資料』及び『学習評価の在り方ハンドブック』を基に，学習評価の基本的な考え方や観点別

学習状況の評価について情報を収集，協議を行った。指導と評価の一体化を実現するための効果的

な方策として，授業マネジメントシートと振り返りの方法について検討する。 
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(2) 「指導と評価の一体化」に向けた授業マネジメントシートの作成と活用（令和３・４年度） 

「指導と評価の一体化」や評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルの確立のために，単元で

の学習活動，評価方法，振り返りの視点及びタイミング，事後の授業改善に向けた取組等を記入す

る欄を設けた授業マネジメントシートを作成する。それを基に，研究協力校で授業実践を行い，協

議，改善を重ね，学校の実状に合わせた汎用性の高いものにする。 

(3) 効果的な振り返りについての協議・実践（令和３・４年度） 

  児童生徒の発達段階や実態に応じた振り返りの方法や問い，視点について協議し，研究協力校で

実践を行う。振り返りシートを活用した実践では，それをどう評価するか協議をする。その実践を

基に，「主体的に学習に取り組む態度」を見取るための視点の一つとして生かす方策を探る。 

(4) 授業改善と学習改善に向けての授業実践とその成果や課題についての検証（令和５年度） 

本研究における協議や実践を通して，教師の授業改善や児童生徒の学習改善につなげることがで

きたか，アンケートや振り返りの記述，授業への取組等から検証し，その成果と課題についてまと

める。 

 

４ 研究の内容 

 当センターにおいて全５回の研究協議会と，各研究協力校において研究推進，研究授業を行った。 

以下は，センターにおける協議会の活動内容である。 

月 日 活 動 内 容 

５月 24 日 

 

 

８月 29 日 

 

10月 18 日 

 

11月 15 日 

 

11月 25 日 

１月 24 日 

第１回研究協議会 会場：総合教育センター 

 研究の概要確認 

 研究協力校代表委員と情報交換及び方向性についての共通理解 

第２回研究協議会 会場：総合教育センター 

 指導と評価の一体化に向けた取組についての協議，情報交換 

第３回研究協議会 会場：総合教育センター 

 指導と評価の一体化に向けた取組についての協議，発表会資料の検討 

第４回研究協議会 会場：総合教育センター 

 発表会に向けてのリハーサル，今年度の研究のまとめについて（研究紀要） 

第 62回総合教育センター研究発表会（中間報告） 

第５回研究協議会 会場：総合教育センター 

 センター研究発表会の振り返りと次年度の取組について 

              ※随時，研究協力校（７校）への訪問指導を実施 

次に，今年度発表校の実践を紹介する。 

(1) 知立市立知立小学校の実践 

ア 研究実践 

昨年度，本校では，研究授業に合わせて，授業マネジメントシートの作成・活用に取り組んだ。ど

の場面でどのように評価するのかを視覚化することで，意識しながら授業を進めることができた。教

師自身が授業を振り返ることで授業改善につながったなど，授業マネジメントシートのよさを実感し

ながらも作成に時間がかかるなどの声もあり，校内での活用はそれ以上の広がりは見られなかった。 

そこで，今年度は，日常の授業で授業マネジメントシートを活用し，指導と評価を一体化する中で

「主体的に学習に取り組む態度」を見取るための視点をもつことを目指した。活用に当たって，教師の
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負担を減らせるよう「授業マネジメントシートを簡略化する」「単元の流れや振り返りのねらいに迫る

問いを学年で相談して作成する」「児童の考えを見取りやすくする方法として，児童の振り返りをロイ

ロノートで集約・蓄積する」ことを手だてとし，全学年で１単元の授業マネジメントシートを作成し，

実践することにした。 

４年生理科「とじこめた空気や水」の実践を中心に紹介する。 

授業マネジメントシートは，Ａ４版１枚とし，単元の流れや振り返りの問いは学年の教師が意見を

出し合い，評価規準は年間指導計画を参考に作成した（資料１）。振り返りの問いは，「思ったこと

を書きましょう」というような漠然とした問いではなく，その時間の記録に残す観点を見取るため，

振り返りの視点が目標に合った「ねらいに迫る問い」になるようにした。また，「ねらいに迫る問

い」の書かれた単元全ての振り返りシートを，ロイロノートでつないだ形で配付することで，児童が

単元の見通しをもつことができ，自分の前時までの振り返りを確認できるようにした（資料２）。 

 

 

 

 

 

 

研究授業（６時間完了６時間目）での振り返りとして，本時の振り返り（資料３実線部）と単元の

終わりの振り返り（資料３破線部）を用意していた。単元の終わりの振り返りは，ねらいに迫る問い

【知立小学校目標】　進んで勉強する子　思いやりのある子　　力いっぱい運動する子

    　　【授業マネジメントシート】　４年理科　（とじこめた空気や水）   　６時間完了

時間 活動（★☆ふりかえり） 【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】 ＩＣＴ 評価・授業改善等

①

1空気でっぽうをして、気づいた
ことを話し合う。

★空気でっぽう（空気を閉じ込
めて押して）をして、気づいたこ
とや考えたことは何ですか。

・閉じ込めた空気の性質
について、差異点や共通
点を基に、問題点を見い
出し表現するなどして、問
題解決している。

　

図
振

たくさんの現象を見つけているが、図や言葉で
書き表そうとすると見つけた中の一部分しか書
き表すことができていない。
タブレットで表現することで、発表の際視覚的に
提示することができるが、書くための時間がか
かる。→ワークシート（紙）に記入し、写真で提
出させてもよかった。

2
③

2閉じ込めた空気に力を加える
と，空気の体積や手ごたえはど
うなるだろうか。
・空気のようすを図に表す。

☆空気の性質について、どんな
ことが分かりましたか。

・閉じ込めた空気を圧すと，
体積は小さくなるが，圧し返
す力は大きくなることを理解
している。
・空気の性質について，器具
や機器を正しく扱いながら調
べ，それらの過程や得られ
た結果を分かりやすく記録し
ている。

図
振

まとめの言葉を使いながら振り返りを書くことが
できる児童が増えてきた。今回の実験を自分の
言葉で表現しようとする児童や、前回の空気
でっぽうの現象と結び付けて振り返りを書く児童
も出てきた。
空気を図で表す時に、タブレット（色を塗るなど
の書き直しが楽）→話し合い→ノートの順に行う
ことで、自分のノートへの記入はスムーズにで
きた。

④

3閉じ込めた水に力を加えると，
水の体積はどうなるだろうか。
　・加えた力の大きさと水の体
積の関係を調べる。

☆水の性質について、どんなこ
とが分かりましたか。

・閉じ込めた空気は圧し縮
められるが，水は圧し縮めら
れないことを理解している。

・水の性質について見い
だした問題について，既習
の内容や生活経験を基
に，根拠のある予想や仮
説を発想し，表現するなど
して問題解決している。

図
振

まとめの言葉を使いながら振り返りを書くだけで
なく、始めにたてた予想を用いたりや空気と水
を比較したりしながら振り返りを書くことができる
児童が増えてきた。

5
⑥

4ペットボトルロケットを作って、
飛ばそう。

★ペットボトルロケットをして、空
気と水の性質がどう使われてい
ると考えますか。また、空気と水
の性質を調べるためにどのよう
なことに気をつけましたか。

・空気と水の性質について
見いだした問題について，
既習の内容や生活経験を
基に，根拠のある予想や
仮説を発想し，表現するな
どして問題解決している。

・閉じ込めた空気や水の性
質についての事物・現象に
進んで関わり，他者と関わり
ながら問題解決しようとして
いる。

図
振

何度も繰り返しロケットを飛ばしたり、動画でロ
ケットの飛ぶ様子を確認したｊことで、空気が
ペットボトルの中に入っていく様子や水を噴き出
して飛んでいく様子を確認することができた。図
や文で、空気がペットボトルの中で押し縮めら
れている様子を表現できていた。動画を全体だ
けでなく子供のタブレットに送信してやると、繰り
返し飛んでいく様子を確認できた。グループで
説明したり、ワークシートに書き込む時間がもう
少し欲しかった。最後の振り返りの発問が子供
たちにとっては難しく、あまり書けていなかった。

【資料１ 授業マネジメントシート】 

【資料２ ロイロノートでの振り返りシート】 

【資料３ 授業マネジメントシート（一部抜粋）】 
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が曖昧だったこと，「単元の振り返り」ということがしっかり伝わっていなかったこと等で，授業者

の意図する内容での振り返りができた児童はあまり多くなかった。授業後の協議会では，「主体的に

学習に取り組む態度」の目標を単元最後の振り返りで見取るより，単元中の事物・現象に関わる場面

や他者と関わる場面で見取るのが有効ではないかと助言をいただいた。「ねらいに迫る問い」につい

て，今後も研究が必要と考える。 

全ての振り返りシートをつなげて児童に示したことは，自分の

前時までの振り返りの内容を受けて本時の振り返りをしたり，単

元の学習全体を見通して予想・比較したりする姿が見られるよう

になったことから，有効であったと言える。 

授業者は，授業実践をする中で，授業マネジメントシートの

「評価・授業改善等」の欄に授業中の児童の様子や振り返りから

捉えたことを記入した（資料４）。その際，児童が板書のまとめ

の言葉を使って振り返りを書くことができるようになってきてい

ることに気付いた。そこで，友達のよいまとめ方・書き方を知る

場を意図的に設定したところ，初めに立てた予想を用いたり，空

気と水を比較したりしながら振り返りを書くことができる児童が

増えてきた。このことから，教師が授業を振り返っての気付きが

授業改善につながったと考えられる。 

イ 成果と課題 

授業マネジメントシートを作成・活用した全校教師から成果と

課題として以下のような感想が挙げられた。 

・授業マネジメントシートを簡略化したことで，以前よりも短時 

間で作ることができた。 

・学年で相談してシートを作ることで，ＩＣＴの導入場面や授 

業の展開の工夫などそれぞれの教員の考えのよいところを取り入れた授業づくりができた。 

・振り返りの問いをねらいに迫る問いにすることで，めあてに迫った感想や意見を得ることができ 

た。そのため，児童が本時の目標をどのように理解しているのか，どのように考えているのか具体

的になり，主体的に学習に取り組む態度も見取りやすくなった。 

・教師が授業を振り返って授業改善の欄を書くことで，授業において有効だったことと課題が明確に 

なった。   

・ロイロノートでの振り返りは，入力に慣れない児童は記入に時間がかかる。 

  今後，課題として挙がったねらいに迫る問いの設定や振り返りの方法などの研究によりいっそう取

り組んでいきたい。 

(2) 蒲郡市立塩津中学校の実践 

ア 研究実践 

昨年度に引き続き，今年度も教師の授業改善と生徒の学習改善につながる実践に取り組んだ。 

 ６月に行った１年生国語における「作ってみよう！表現にこだわったスピンオフ作品～『星の花が

降るころに』～」の実践について報告する。この単元では，文章の読み取り段階で，ルーブリックを

取り入れた振り返りを行った。ルーブリックを取り入れた意図は，生徒から「中学校の国語は何を勉

強するのか？何ができるようなるのが目的なのか？」という声があったため，単元を貫く課題に対し

【知立小学校目標】　進んで勉強する子　思いやりのある子　　力いっぱい運動する子

    　　【授業マネジメントシート】　４年理科　（とじこめた空気や水）   　６時間完了

時間 活動（★☆ふりかえり） 【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】 ＩＣＴ 評価・授業改善等

①

1空気でっぽうをして、気づいた
ことを話し合う。

★空気でっぽう（空気を閉じ込
めて押して）をして、気づいたこ
とや考えたことは何ですか。

・閉じ込めた空気の性質
について、差異点や共通
点を基に、問題点を見い
出し表現するなどして、問
題解決している。

　

図
振

たくさんの現象を見つけているが、図や言葉で
書き表そうとすると見つけた中の一部分しか書
き表すことができていない。
タブレットで表現することで、発表の際視覚的に
提示することができるが、書くための時間がか
かる。→ワークシート（紙）に記入し、写真で提
出させてもよかった。

2
③

2閉じ込めた空気に力を加える
と，空気の体積や手ごたえはど
うなるだろうか。
・空気のようすを図に表す。

☆空気の性質について、どんな
ことが分かりましたか。

・閉じ込めた空気を圧すと，
体積は小さくなるが，圧し返
す力は大きくなることを理解
している。
・空気の性質について，器具
や機器を正しく扱いながら調
べ，それらの過程や得られ
た結果を分かりやすく記録し
ている。

図
振

まとめの言葉を使いながら振り返りを書くことが
できる児童が増えてきた。今回の実験を自分の
言葉で表現しようとする児童や、前回の空気
でっぽうの現象と結び付けて振り返りを書く児童
も出てきた。
空気を図で表す時に、タブレット（色を塗るなど
の書き直しが楽）→話し合い→ノートの順に行う
ことで、自分のノートへの記入はスムーズにで
きた。

④

3閉じ込めた水に力を加えると，
水の体積はどうなるだろうか。
　・加えた力の大きさと水の体
積の関係を調べる。

☆水の性質について、どんなこ
とが分かりましたか。

・閉じ込めた空気は圧し縮
められるが，水は圧し縮めら
れないことを理解している。

・水の性質について見い
だした問題について，既習
の内容や生活経験を基
に，根拠のある予想や仮
説を発想し，表現するなど
して問題解決している。

図
振

まとめの言葉を使いながら振り返りを書くだけで
なく、始めにたてた予想を用いたりや空気と水
を比較したりしながら振り返りを書くことができる
児童が増えてきた。

5
⑥

4ペットボトルロケットを作って、
飛ばそう。

★ペットボトルロケットをして、空
気と水の性質がどう使われてい
ると考えますか。また、空気と水
の性質を調べるためにどのよう
なことに気をつけましたか。

・空気と水の性質について
見いだした問題について，
既習の内容や生活経験を
基に，根拠のある予想や
仮説を発想し，表現するな
どして問題解決している。

・閉じ込めた空気や水の性
質についての事物・現象に
進んで関わり，他者と関わり
ながら問題解決しようとして
いる。

図
振

何度も繰り返しロケットを飛ばしたり、動画でロ
ケットの飛ぶ様子を確認したｊことで、空気が
ペットボトルの中に入っていく様子や水を噴き出
して飛んでいく様子を確認することができた。図
や文で、空気がペットボトルの中で押し縮めら
れている様子を表現できていた。動画を全体だ
けでなく子供のタブレットに送信してやると、繰り
返し飛んでいく様子を確認できた。グループで
説明したり、ワークシートに書き込む時間がもう
少し欲しかった。最後の振り返りの発問が子供
たちにとっては難しく、あまり書けていなかった。

【資料４ 授業マネジメントシート（授業改善欄）】 
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て生徒が見通しをもって取り組むための指標として用いることとした。教師にとっても生徒自身がど

こまで理解できているかを認識し，不十分であれば，観点に沿ってもう一度自分自身を見つめ直すこ

とに役立つと考えた。この実践では，基準として教師が決めたものを提示するのではなく，生徒と共

にルーブリックを作った。場面ごとの内容把握，登場人物の人柄，情景描写とその意味の理解につい

て「分かった」というのはどれぐらいのことができていればよいのかな？」と教師が問いかけながら

共にルーブリックを作成した。情景描写などの表現に込められた意味を考える時間では，生徒Ａは３

段階中の最上位の自己評価をしたものの，下の欄には情景描写の方をあまり見つけることができなか

ったと記述していた（資料１）。 

しかし，生徒Ａの追究シートを見ると， 

文中から根拠を見つけながらサッカーボ 

ールやお守り，銀木犀が何を意味してい 

るのか記述していた。生徒Ａは他にも象 

徴的な表現があると確信しながらも見つ 

けることができなかったため，あまり見 

つけることができなかったと振り返った 

ようである。生徒Ａには，教師から気付 

きがすばらしいことを伝え，もっと見つ 

けられるよう励ましの助言をした。 

一方，場面ごとの内容把握をした生徒 

Ｂは，私の心情を場面ごとに読み取ること 

ができたと自己評価をしていたが，生徒Ｂ 

の追究シートを見ても具体的な記述はでき 

ていなかった。 

そこで，生徒Ｂには具体的な記述ができ 

るよう，引き続き学習改善をしていくよう 

に促した（資料２）。 

単元の終盤では物語のスピンオフ作品を作る活動に取り組んだ。生徒Ａは夏実視点でのスピンオフ

作品を作ったがその作品の中には象徴的な表現を生かしたものはなかった，授業マネジメントシート

で教師は象徴的な表現を用いて作品を作らせるよう意図していたため，生徒Ａが見つけた情景描写を

思い出させたところ，「もう一つ作品を作ってもいいですか？」と情景描写や象徴的な表現を入れた

「その後の私と夏実」のスピンオフ作品を自主的に作ることができた。授業のねらいに沿った学習改

善につなげることができた。 

 続いて，授業マネジメントシートを活用した教師の授業改善についての具体例を挙げる。第８時，

第９時に読み取り後の話し合いを行った。最後の文章「銀木犀の木の下をくぐって出た」について，

どんな意味をもつのかを話し合ったが，前時までの学習で得た思いがあり，たくさんの意見が出た。

教師も授業マネジメントシート内に「根拠を明らかにして」と注意していたものの（資料３），実際

の授業では，発言したい生徒の勢いに押され，根拠を明確に発言させることができなかった。次年度

以降にも同様のことが起きないよう，このことを授業マネジメントシートに記録として残しておき，

授業改善に生かしていきたい。 

 

 

 

【資料１ 生徒Ａの振り返りシート】 

【資料２ 生徒 Bの振り返りシート】 
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 また，スピンオフ作品を書いた後，生徒には自分の作品の推敲をさせようと考えていたが情景描写を

意識して自分の作品を書けない生徒もいたため，よりよい作品にしようとしているかという視点で取

組の様子や振り返りを見取るようにしたいと教師は授業改善の欄に記録した（資料４）。 

 

 

  イ 成果と課題 

 ルーブリックを取り入れた振り返りシートでは，ねらいに沿った効果的な振り返りを生徒自身が行

い学習改善につなげることができた。今後も授業マネジメントシートの中にねらいを明確に位置付け

ていくことで，効果的な指導と評価の一体化を探っていく。 

(3) 愛知県立豊田工科高等学校の実践 

ア 研究実践 

 ９月に実践した工業科１年生「生産技術」単元「直流回路」における実践を中心に紹介する。この

単元のテーマ（目標）は，起電力と電圧降下の関係や電流の特性などを含めた電気の特性を理解する

ことである。授業実践を行う前に，授業マネジメントシート（資料１）を活用して授業のヤマ場を設

定し，単元の構成を行った。今回の単元では，第７時に当たる「キルヒホッフの第２法則」を授業の

ヤマ場とした。授業のヤマ場では，問いと答えの間が長く試行錯誤の機会を伴うパフォーマンス課題

を設定し，その過程と成果物を通して「思考・判断・表現」と「主体的に学習に取り組む態度」を一

体的に評価することとした。 

【資料１ 授業マネジメントシート（一部抜粋）】 

時 目標 評価「知識・技術」 評価「思・判・表」 評価「主体的」 

５ 

◆簡単な直流回

路の計算につい

て理解する。 

 合成抵抗から回路に流れる電

流を求めることができる。

[ワークシート] 

回路全体に流れる電流から各抵

抗の電圧降下を求める方法を説

明できる。[ワークシート] 

６ 

◆キルヒホッフ

の法則の第２法

則を理解する。 

 起電力と電圧降下に関する式

を組み立てることができる。 

自分の仮説を基に，試行錯誤を

行いながら，粘り強く取り組ん

でいる。 

７ 

◆キルヒホッフ

の法則の第１法

則を理解する。 

 電流則に気が付き，回路網の

各部に流れる電流を求めるこ

とができる。[ワークシート] 

自分の仮説を基に，試行錯誤を

行いながら，粘り強く取り組ん

でいる。[ワークシート] 

【資料３ 授業マネジメントシートの一部】 

 

【資料４ 授業マネジメントシートの一部】 
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８ 

◆複雑な回路網

の求め方を理解

する。 

キルヒホッフの法則を理解

し，複雑な回路での電流を

求めることができる。［確

認プリント，確認テスト］ 

電流則について理解し，回路

網の各部に流れる電流を求め

ることができる。 

キルヒホッフの法則についての

自分の考えを整理し，次の学習

に生かそうとしている。 

 

次に，資料２が今回設定した，問いと答 

えの間が長く試行錯誤の機会を伴うパ 

フォーマンス課題である。この問いは，こ 

れまでに身に付けた「知識・技術」を応用 

させ，回路網の各部に流れる電流を求める 

という問いである。この部分の生徒の活動 

の記録（ワークシート）から主体的に学習 

に取り組む態度を見取ることとした。黒枠 

の部分にあるように，第２法則である起電 

力と電圧降下の関係から式を組み立てる。ここまでが，前時の内容に当たる。その後，I1，I2，I3に 

当てはまる値を求めていくと，複数の値が出てしまう。このように，前時に学習した電圧に関する知

識だけでは，複数の値が出てきてしまうため，各部に流れる電流を求めることができない。赤線より

上の部分までは，ほとんどの生徒が到達できると予想をして問いを設定した。それから，赤線より下

の部分にあるように，今まで（第４～５時）に学習した電流に関する知識を関連付けて解を一つに絞

ることで答えを求めることができる。今までに学習した内容を思い出し，既習事項とつながりをもた

せて考える過程で，試行錯誤を行うなどの粘り強い取り組みが行われている側面を見取ることで「主

体的に学習に取り組む態度」を評価できるのではないかと考え，設定した。 

生徒の解答を資料３に示す。左の生徒は，起電力と電圧降下の関係から式を組み立てることができ

ている。また，点 aに流入する電流と流出する電流は等しいという仮説を基に，各部に流れる電流を

求めている。このことから，今まで学習した「知識及び技術」を十分に生かすことができていると言

える。また，連立方程式を利用し，解までたどり着くことができている。これらの取組は，今までに

学習した知識を思い出し，仮説を基に式を関連付け，答えにたどり着くことができているため，粘り

強い取組が行われていると言える。右の生徒は，起電力と電圧降下の関係から式を組み立てることは

できているが，電流に関する知識を活用することができていないため，答えにまでたどり着いていな

い。それに加え，試行錯誤が見て取れないため，粘り強い取組が行われているとは言えないと判断し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料２ 授業プリント（一部抜粋）】 

【資料３ 生徒の解答（一部抜粋）】 



9 

 

 

イ 成果と課題 

今回の実践を終えて，授業マネジメントシートを活用することにより教科担当者間で３観点の評価を

どのタイミングで，何を基準に，どう見取るかを共有することができた。また，「主体的に学習に取り

組む態度」の観点を，思考する場面で，粘り強く取り組んでいる姿や成果物から見取ることができた。 

今回の振り返りの問いは，「ここまでのまとめ（理解できたこと，疑問に思うことなど）」だった。

それを「起電力と電圧降下の関係性について理解できたこと，疑問に思うこと」という問いにすること

で，よりねらいに迫る問いにでき，より改善の効果が見込めるのではないかと感じた。各箇所の問いか

けも実践と改善を繰り返すことで，より効果的な問いを探していきたい。 

 

５ 研究（中間報告）のまとめと今後の課題 

昨年度から実践を重ねる中で，授業マネジメントシートを活用することで評価活動計画の全体像の 

見える化（構造化）につながり，３観点に対応する授業内容が単元計画に準備されているかが一目瞭

然となることが確認された。また，評価の妥当性は回数ではなく，「評価したいことやものが評価で

きているか」ということが重要であることも確認できた。 

実践では，単元のヤマ場を意識した構想をたて，授業マネジメントシートの作成に取り組んだ。そ

の結果，ヤマ場は「知識及び技能」を活用して課題解決のために必要な「思考力，判断力，表現力

等」を活用する場面であり，記録に残す評価の場面としてふさわしいと考え，そこに至るまでの必要

な活動が仕組まれているかを考えることにつながった。また，目標となる子どもの姿を設定すること

の必要性や重要性に改めて気付き，そこから逆向きで単元構想をすることの有用性についても確認で

きた。 

また，振り返りは重要な学習活動であり，それ自体が学びの一部であるため，振り返る場（対象と

時間）の設定が重要である。その際，何について振り返るかが子どもにとって明示的に示されている

ことやねらいに向けて限定的に問うことの重要性について改めて共通理解した。振り返りの取組とし

ては，これまでは毎時間行っていたり，「思ったことを書きましょう」というようなぼんやりした問

いだったりしたものから，単元のヤマ場を設定し，目標とする姿や引き出したい振り返りの記述から

問いを設定することにより，子どもの振り返りもよりねらいに迫るものへと変化することが明らかに

なってきた。 

次年度は研究のまとめの年となるので，これまでの取組から見えてきた成果や課題を踏まえ，改善

を加え，実践をより深めていきたい。 
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